
はじめに

好中球特異抗原の一つであるNA系抗原は免

疫性好中球減少症の標的抗原1）2）として重要であ

る．NA系抗原の同定には抗体を用いた血清学的

方法1）と DNAによる遺伝学的手法3）4）が利用され

ているが，前者には特異的抗体が要求される．現

在までにNA2抗原に対する特異抗体はGRM1が

知られているのみである．今回，我々はNA2に反

応性の高いモノクローナル抗体（MoAb），TAG

2 を作製したので報告する．

材料及び方法

NB1 特異的抗体で感作したNA2�NA2 好中球
を免疫に用いた．免疫方法，ハイブリドーマの作

製法は，既に報告した方法5）で行い，抗体産生細胞

株TAG2（IgG1，κ）を樹立した．
TAG2 の細胞との反応性は免疫蛍光法を行い，

Flow cytometry（FCM）にて解析した．

TAG2 と NA2 系抗原との関係は，FcRIII 関連

のMoAbを用いた抑制試験で検討した．NA1特

異 的TAG1，NA2 特 異 的 GRM1（Dr. Federico

Garrido，Granada University），FcRIII 特異的 3

G8（Pharmingen，San Diego，CA）で反応させた

NA系抗原既知の好中球にFITC-labeled TAG2

を反応させてFCMで解析した．上述の反応はす

べて on ice 30 分の条件で行った．

結果と考察

NA系各型パネル好中球に対するTAG2 と，

GRM1との反応性をFig. 1 に示した．TAG2，
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GRM1 ともにNA2陽性好中球とは強く反応し，

NA1�NA1 好中球，NA-null 好中球との反応とは
明らかな差が認められた．NA1�NA1 好中球に対
して，TAG2 は弱い反応が認められた点がGRM

1の反応性と異なっていた．

TAG2 は好中球以外の細胞では単球とNK細胞

にのみ反応した． 好中球のFcRIIIb とは異なり，

FcRIIIa は常にNA2特異性を示すため6），単球と

NK細胞に反応したものと考えられた．

FcRIII 関連MoAbによる抑制試験で，NA2�
NA2 好中球を用いたTAG2 の反応はGRM1の前

処理で明らかな抑制が認められたが，TAG1，3G8

の前処理ではほとんど抑制が認められなかった

（Fig. 2―I）． NA1�NA1 好中球を用いた検討では，
弱いTAG2 の NA1�NA1 好中球への反応はTAG
1 の前処理で抑制が認められたが，GRM1，3G8 の

前処理ではほとんど抑制が認められなかった

（Fig. 2―II）．これらより，TAG2 は NA2 抗原を認

識するとともに，弱いながらNA1抗原も認識し

ていることが推測された．

今回作製したTAG2 が NA2 抗原を明瞭に認識

することは，MoAbを用いた各種検査法への応用

とともに，複雑なNA系抗原およびFcRIII の構

造を明らかにするのに有用な抗体と考えられる．

Fig. 1 Flow cytometric analysis of the reactivity of TAG2 and GRM1 with neutro-

phils.

A, B, C, NA2�NA2 donor；D, E, F, NA1�NA2 donor；G, H, I, NA1�NA1 donor；J,
K, L, NA-null donor. A, D, G, J, isotype control（mouse IgG1）．
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今後，多くの種類の好中球抗体の作製は，血清抗

体の反応性の検討や，好中球抗原の特性や機能を

明らかにしていく上で必要と思われる．
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Fig. 2 Effect of FcRIII antibodies on the binding of TAG2 to NA2�NA2 and NA1�
NA1 neutrophils.

NA2�NA2（I）or NA1�NA1（II）neutrophils were preincubated with mouse IgG1
（B-a, C-a, D-a）, TAG1（B-b）, GRM1（C-b）or 3G8（D-b）. After washing twice, cells

were stained with FITC-labeled TAG2 and then analysed. A（I, II）, isotype control

（mouse FITC-labeled IgG1）．
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